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＜ プロフィール ：竹 内 利 明（たけうち としあき） ＞  
 国立大学法人電気通信大学 大学院情報理工学研究科 特任教授 
  （所属：共通教育部キャリア教育部会、兹 産学官連携センター） 
 研究分野： 中小企業経営論（連携論）、ベンチャー論、キャリア教育 
 1952年  東京都生まれ 
 1976年  青山学院大学理工学部経営工学科卒業 
        大手自動車部品メーカーに１年修行した後、大田区で自動車部品を製 
        造（プレス・溶接）する中小企業の経営後継者として１５年間勤務。 
 1991年   コンサルタント会社を創業して取締役社長（現在非常勤取締役） 
 2000年～ 電気通信大学客員助教授、03年客員教授（実質常勤）、05年特任教授 
 2003年   創業ベンチャー国民フォーラム 起業支援家部門 奨励賞受賞 
 2005年～ 2010年 （兹任）法政大学専門職大学院 
        イノベーション・マネジメント研究科（ＭＢＡ）客員教授 
 2010年  文部科学省「大学生の就業力育成支援事業」 
        電気通信大学「就職率4年卒業率向上のための学年横断教育」    
 2011年  電気通信大学平成22年度優秀教員賞受賞（キャリア教育で受賞） 

公的活動 
   経済産業省他各種研究会等委員 
   （中小企業技術系政策、地域産業政策、政策評価等） 
  科学技術振興機構審査会等委員（政策評価、Ａ-ＳＴＥＰ他） 
  第２２期東京都図書館協議会委員 
  ビジネス支援図書館推進協議会 会長 （２０００年創立～現在） 
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 本日は、産学連携、中小・ベンチャー支援、ビジネス支援図
書館に携わる観点から、知財人財育成に関して、ご提案させ
ていただきます。 

 なお、本提案は竹内の私見であり、電気通信大学やビジネ
ス支援図書館推進協議会の公式意見ではないことをご了承
ください。 
 
 

  （０） 人材育成の観点 
  

  （１） 産学連携の観点 
  

  （２） 中小企業の観点 
  

  （３） ビジネス支援図書館の観点 
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人材育成の観点-１ 
  

１）電気通信大学のキャリア教育 
  http://www.sangaku.uec.ac.jp/link/career.html 
  電気通信大学では２００５年度にキャリア教育導入 

  ２０１１年度文部科学省「大学生の就業力育成支援事業」に採択される 

  電気通信大学「就職率・４年卒業率向上の学年横断教育」推進責任者 

２）技術経営実践スクール 
 http://www.sangaku.uec.ac.jp/link_mmps/index.html 
  ２００５年に新規開講して７年間継続中 
  中小企業経営者・管理者、大企業の中堅幹部を対象に、本学大学 
  院生が毎年数名参加している。 
  年間１２回程度：土曜日に９０分の講義を４時限開講している。 

３）地域産業振興講座 
 http://www.sangaku.uec.ac.jp/link_course/index.html 
  ２００８年度新規開講して４年間継続中 
  自治体の産業政策担当者の勉強会（毎年金融機関職員も数名参加） 
  年間１２回程度：平日１７時～２０時に開講している。 
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人材育成の観点-２ 
  

１）電気通信大学のキャリア教育 
  http://www.sangaku.uec.ac.jp/link/career.html 
  産業界のＯＢ人材を活用（現在約５０名参加）して、大学教員だけではできない 
  実践的な教育を企画して実践している。 
  毎回、授業終了後に、学生の反応やレポートをベースに、１時間以上議論して、 
  次回以降の授業の改善に取り組んでいる。 
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産学連携の観点（１）教育 
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１）高校生に弁理士等知財に関わる仕事の認知度を高める活動を提案 
 
 
２）「高大連携を活用した知財人材広報活動」を提案 
 
 
３）大学知財教育支援制度の創設を提案 
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産学連携の観点（２）大学 
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１）審査請求を遅くできる制度の創設を提案 
  
 
２）大学等の知的財産出願、管理を国家戦略として全国一元管理する 
  組織を創設することを提案 
 
 
３）電通大が知的財産権を取得するメリットはあまり大きくない 
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中小企業の観点 
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１）中小企業は層別して考える必要がある 
 
 
２）中小企業における知財の位置付け 
 
 
３）中小企業の知財管理の基本はアウトソーシング 
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ビジネス支援図書館活用の観点 
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１）定着した公共図書館のビジネス支援サ－ビス 
 
 
２）ビジネス支援ポータルサイトとして図書館を位置付ける 
 
 
３）知財情報の普及啓蒙に、市民に敷居が低い図書館を活用を提案 
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参 考 資 料 
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１）電気通信大学の産学官連携 
 
 
２）中小企業の現状 
 
 
３）ビジネス支援図書館 
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学生：（学部4,114名、大学院1,419名）合計5,533名 
役職者：4名、教員：304名、職員：156名 合計464名 （2011年5月1日現在）                                           

  

国立大学法人電気通信大学 
  

名称に地名が付かない国立大学法人 
 情報通信技術の教育と研究を担う理工系専門大学として、 
産業界との信頼関係をベースに、産学連携に積極的に取り組む 

全学科大学院までひとつのキャンパスで継続的な教育を実現 
新宿から京王線特急・準特急で2駅15分の調布駅から徒歩5分 11 



  

電気通信大学の産学官連携推進事業 
http://www.sangaku.uec.ac.jp/ 

  
１） 研究開発セミナー（93年２月～09年度3月までに80回開催） 
    産学官連携ニュース（09年度～、旧共同研究センターメール94～08年度59号） 
２） 電通大ＴＬＯである（株）キャンパスクリエイト（99年創業）との連携 
３） 研究室紹介ＯＰＡＬ－ＲＩＮＧ（04年～）１26研究室をウェブと冊子で紹介 
４） 産学官連携DAY in 電通大（05年～） 各研究センターや研究室公開等 
５） ＪＳＴ新技術説明会（08年度～） 
６） 技術経営実践スクール（05年～） 社会人対象ＭＯＴ教育 
７） 創業ベンチャー支援ルーム（05年～） 
    マイクロソフト BizSpark（08年～） 
    学生のＩＰＡ未踏ユース申請支援事業を後援（08年～） 
８） 産学官連携教育 
    ベンチャービジネス概論（３年生）、特論（大学院） 
    インターンシップ（２、３年生・大学院） 
    キャリア教育（１、２、３年生：特別教育研究経費教育改革05年～） 
９） 地域産業振興講座（08年～）自治体の産業政策担当者教育 
10） 調布商工会シナジースキーム事業（08年～） 
11）関東経済産業局委託事業 「中小企業応援センター事業」 （旧：地域力連携拠
点）として中小企業の高度・専門的な経営課題への支援を実施。 

12）産学官連携拠点形成事業（TAMAイノベーションネットワーク09年～） 12 



  

産学官連携センター・研究協力課 
  

○産学官連携センター センター長（理事）              １名 
   センター運営統括特任教授               １名 
  産学官連携支援部門 部門長（兼任）              １名 
   専任准教授          １名 
   産学連携コーディネータ         ４名   
       産学官連携担当特任教授          ２名 
            共同研究活性化担当 特任教授         ４名 
            共同研究推進担当客員教授         ９名 
   事務補佐員       ２名 
  ベンチャー支援部門 部門長（兼任）              １名 
           インキュベーションマネジャー      １名 
           特任教授                １名 
      事務補佐員        １名 
○知的財産部門      部門長（兼任） 弁理士           １名 
           特任教授・知的財産マネジャー      ４名 
           特任教授（弁護士・弁理士含む）     ４名 
           知的財産マネージャー 弁理士      ２名 
      事務補佐員        3名 
○研究協力課 課長、課員                  ８名 
     事務補佐員               ２名 13 
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｢産学官連携ＤＡＹ in 電通大｣ 
 

機器分析センター施設公開 

先端ワイヤレスコミュニケーション研究センター公開・講演会 共同研究相談会 

共同研究報告会 

第６回産学官連携ＤＡＹ in 電通大 ２０１０年６月２日（水）開催 15 



○初 版 05年3月発行 ： 49研究室 
○第２版 05年10月発行： 77研究室 
○第３版 07年3月発行 ： 94研究室 
○第４版 08年4月発行 ：102研究室 
○第５版 09年3月発行 ：110研究室 
○第６版 10年3月発行 ：121研究室  

  

電気通信大学研究室紹介 
～共同研究はじめの一歩～ 

 

産学連携につながる電気通信大学の研究内容を研究室
ごとにわかりやすく紹介 

  ウェブでＨＴＭＬで見ることが可能です。 
印刷する場合は研究室毎にＰＤＦでＡ４で２ページに出力できます。 

http://www.sangaku.uec.ac.jp/ 
→研究室紹介 ＯＰＡＬ-ＲＩＮＧ 

16 

http://www.sangaku.uec.ac.jp/


  

電気通信大学技術経営実践スクール（０５年度～） 
 

○月１回土曜日９０分×４コマ 
  １２回の講義で１５万円 
○お客様（受講者）満足度Ｎｏ１を 
  目指します。 
○中小企業の社員が自己負担で 
  参加できる金額を目指した。 
○受講者が翌年度の受講者を紹介 
○１０年度は２１名が受講 

むさし野経営塾と共催、角塾長の講義 
（元東芝府中工場長・元芝浦メカトロニクス社長） 

謝恩会 

受講者による発表（ワークアサイメント） 

17 
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参 考 資 料 
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１）電気通信大学の産学官連携 
 
 
２）中小企業の現状 
 
 
３）ビジネス支援図書館 
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キャッチアップ経済→フロントランナー経済 
  

高度成長 

大量生産－大量消費 

ものが豊かに 

公害 

団塊の世代が活躍 

低成長・成熟化 

多品種尐量生産 

心の豊かさ 

環境 

団塊の世代の退職 

工業社会（２０世紀） 知識基盤社会（２１世紀） 

Copyright ©2008 Toshiaki Takeuchi All rights reserved. 
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 中小企業の成功モデル 
  

Copyright ©2008 Toshiaki Takeuchi All rights reserved. 

【キャッチアップ経済】 
における中小企業の 
成功モデルは 

【下請け型中小企業】 

【フロントランナー経済】 
における中小企業の 
成功モデルは 

【自立連携型中小企業】 

 過去の成功モデルである下請け型
中小企業は、親会社から自立した経
営を実現する必要に迫られている。
自立するには、商品開発に取り組む
という単純な発送ではなく、これま
で親会社に頼ってきた商品企画、
マーケティング、新技術、新商品の
開発、デザイン、広告、消費者への
直販等のリスクにチャレンジしてい
く覚悟が必要。小売業、サービス業
においても、大企業の販売戦略の元
で、卸業者の販売支援に頼る戦略や
フランチャイザーなどの販売戦略、
広告宣伝に依存していると、大企業
と同じ土俵で戦うことになり、利益
を確保するのは難しく、独自の工夫
が必要になっている。 
出所：「（財）産業研究所 異業種交流活動の効果と課題に
関する調査研究」を参照に作成。 
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自立連携型中小企業の特長 
  

Copyright ©2008 Toshiaki Takeuchi All rights reserved. 

①独自の技術、サービス、商品等を持つ企業 
  差別化のために経営資源を集中して投入する。 
  外部経営資源（知恵、経験）を活用する異業種交流、新連 
  携、産学官連携等に積極的で、自社の開発の速度と質的 
  向上をめざす。 
② 経営目標が明示されている 
  企業としてめざす「あるべき姿」が全社に明示されていて、 
  現状と比較することで、課題が明確になっている。 
③価格交渉力 
  下請け比率が高い企業でも、差別化の結果、価格決定 
  に際して交渉力を有する。 

   

経営革新（イノベーション）で自立型中小企業をめざす 
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参 考 資 料 
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１）電気通信大学の産学官連携 
 
 
２）中小企業の現状 
 
 
３）ビジネス支援図書館 
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ビジネス支援図書館推進協議会（ＢＬ協議会） 
 

■ビジネス支援図書館推進協議会設立の経緯  
  ニューヨーク公共図書館のＳＩＢＬのビジネス支援サービスを紹介したジャーナ
リスト菅谷明子氏（ＢＬ協議会顧問）の報告をきっかけに、日本の図書館界
で関心が高まり2000年12月に設立した。 

■会員  
 個人会員約180名 施設会員11館（会員所属図書館約８５館） 
 協力会員        ○独立行政法人科学技術振興機構（ＪＳＴ） 
 賛助会員3機関  ○株式会社 紀伊國屋書店 
                 ○株式会社図書館流通センター（ＴＲＣ） 
                 ○一般社団法人機械振興協会経済研究所（ＢＩＣライブラリー） 
 年会費 個人会員 3,000円,施設会員10,000円,賛助会員（一口）50,000円 

■活発なメーリングリストで最新情報を提供（各種相談も可能） 
■ビジネスライブラリアン（ＢＬ）講習会 受講料30,000円 
 2004年7月第１回（静岡）～第8回10年２月開催 合計151名受講 

■全国図書館大会の分科会で発表 
 平成15年度（第89回静岡）、19年度（第93回東京）、20年度（第94神戸） 

■ビジネス支援 レファレンス コンクール開催（2009年度） 
24 



 

  【骨太の方針2003】ビジネス支援図書館 
 

経済財政運営と構造改革に関する基本方針２００３ 
 
 2003年 6月27日（金）政府は経済財政諮問会議が策定した 「経済
財政運営と構造改革に関する基本方針2003」（骨太の方針2003）
を閣議決定 

 
 第２部構造改革への具体的取組 
 ４、雇用・人間力の強化 
 （２）雇用機会の創造 
 「起業」による就業機会の拡大を図るため、ベンチャー企業向けの実践
型就業実習の実施や創業、技術経営（ＭＯＴ）の知識習得のための
実効的カリキュラム・講座・ビジネス支援図書館の整備等により総合
的な事業化・市場化支援を推進する。また創業塾を充実し若手経営
者等による「第二創業」の支援を図る 

  

Copyright ©2005 Toshiaki Takeuchi All rights reserved. 
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公共図書館におけるビジネス支援サービスの導入 

ビジネス支援関係者 図書館関係者 

土曜・日曜開館 セミナー事業 情報提供事業 

レファレンス 
ビジネス支援司書育成 
ビジネス支援教育 
Web・DB教育等 

Web検索支援・Web情報提供 

データベース導入・検索支援専門
家相談コーナー 

創業セミナー 
ビジネス支援コーナー開設 

 

Webデータベース 
の活用法セミナー等 

経営・ビジネスプラン 
ビジネス支援セミナー 

図書館関係者と創業やビジネスに関心のある人が集
まりビジネス支援図書館の支援組織を結成 

地域振興・活性化・差別化 

 

創造力豊かな知価社会の構築 
 

地域経済政策と連携（創業支援・中小企業支援） 

創業支援 
 中小企業の自立化支援 

Copyright ©2001～200７ Toshiaki Takeuchi All rights reserved. 
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ビジネス支援図書館サービス全国アンケート報告 
（２００８年７月調査 ８４３館が回答） 

  

Copyright ©2008 Japan Business Library Association All rights reserved. 
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公共図書館におけるビジネス支援サービス 
 

代表的なサービス（２０の事例） 
■ビジネス支援セミナー（起業講座等の開催） 
■ビジネス支援コーナー・ビジネス情報掲示板 
■インターネット・データベース提供サービス 
■レファレンス 
■レフェラルサービス（館外情報源の紹介） 
■地域経済団体との連携 
■産学官連携情報提供サービス 
■ＮＰＯ、ＮＧＯ、コミュニティビジネスとの連携や支援 
■ジョブ アンド キャリアサービス 
■特許情報（情報提供・アドバイザー相談会等） 
■情報配信サービス（メルマガ、機関紙等によるビジネス情報配信） 
■地元企業紹介コーナー  
■地場産業支援イベント 
■観光産業情報 
■市民の投資活動支援（株式・丌動産等） 
■地域経済情報の収集及び創出支援 
■政策情報配信サービス（中小企業庁ほか） 
■行政情報（自治体購入の書籍、雑誌類の二次活用） 
■政策立案支援 
■図書館をビジネスで利用する産業人による支援組織 

Copyright ©2003～2006 Toshiaki Takeuchi All rights reserved. 
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ビジネス支援コーナー 
 

Copyright ©2003 Toshiaki Takeuchi All rights reserved 

              

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■ 広島県立図書館は2001年9月のＢＬ協議会シンポジウムにヒントを得て 
  2002年3月全国に先駆けてビジネス支援コーナー開設  

■ 広島県情報プラザの１階にあり、広島県中小企業・ベンチャー総合支 
  援センターが併設されているので来館者が双方の施設を利用すること 

  もできる。両施設ともに相互補完と相乗効果があることを確認。 

■ビジネス支援コーナー 
 ビジネス関連図書、参考文献を集

めコーナーを設置。 

Copyright ©2003～2005 Toshiaki Takeuchi All rights reserved. 

■図書館で資料の分類に使われるのは  
 日本十進分類法（Nippon Decimal  

 Classification）であるが、この分類法  
 では、ビジネスに関連する資料は複数 
 の主題（テーマ）に分かれてしまう。た 
 とえば、企業や経営は３類に分類され 
 ているが、商業は６類、知的所有権は  
 工学の５類というようにビジネス関連 
 の資料は別な場所に置かれるのでビ 

 ジネス支援コーナーに別置する。  
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情報配信（中小企業庁政策情報）サービス 
ビジネス支援図書館推進協議会の企画提案で実現 

 

０４年５月：ＢＬ協議会会員が仲介して会員が所属する公共図書館に中
小企業庁の広報パンフレットを送付するサービス開始 
０６年：ＢＬ協議会会員所属図書館以外にもサービス提供開始 

配布物：ガイドブック、リーフレット等 配布数30～100部程度 
担当者：中小企業庁創業連携推進課 08年5月現在 54図書館  

鳥取県立図書館 静岡市立御幸町図書館 30 



 

シンポジウム・セミナー・相談会 
 

■シンポジウム、セミナー・相談会開催 
  創業、ビジネス支援のセミナー開催。産業政策部門、商工会議所等
に協力して図書館を会場に提供、参加者募集を手伝うことで低額の
予算で共催できる。 

会社員が85名、企業経営者が34名、
創業準備中の方も14名参加した。 

■参加者の年齢構成 

63%

26%

11%

会社員

経営者

創業準備中

■参加者の職業 

10代１名、20代19名、30代55名、40代42名、
50代52名、60代34名 

ねらいとしていた比較的若い30代が24％で一
番多く、40代、50代の現役世代が多く参加 

０１年度浦安市立図書館セミナー 

Copyright ©2003～2004 Toshiaki Takeuchi All rights reserved. 
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レファレンス（調査相談） 
 

■レファレンス 
  ビジネス支援において一番重要なサービス。司書のビジネスレファレ
ンス能力の向上は、最初から高いレベルを求めるのではなく利用者
と一緒に考え、学びながらレベルアップすることを目指す。そのために
、ビジネス支援レファレンスに積極的に取組む姿勢を示すためビジネ
ス支援レファレンスを受付る掲示やメールレファレンスの積極的導入
等、レファレンス機会を意図的に増やすことが重要 

約40名の専門職司書が担当。           
マーケティング基礎資料も企業なみに充実。これ
は、資料費を確保して、専門職司書が選書してき
た成果。業種別貸出事典、行政の報告書なども
揃っている。朝日新聞聞蔵や日経テレコン、官報
の有料データベース等を導入、利用者に提供して
いる。 

■浦安市立図書館 

Copyright ©2003～2004 Toshiaki Takeuchi All rights reserved. 
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データベース導入状況（東京都市町村部図書館） 
 

Copyright ©2008 Toshiaki Takeuchi All rights reserved 
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専門家相談会（中小企業診断士等） 
 

■中小企業診断士等による相談会（０６年度モデル事業開始） 
 BL協議会では、社団法人中小企業診断協会の協力を得て、０６年10
月より、公共図書館において中小企業支援の専門家である中小企
業診断士による個別相談会の開催を支援する事業を下記の図書館
で試行した。 

 ○東京都立中央図書館（広尾） 
 ○新宿区立中央図書館、新宿区立角筈図書館 
  中小企業診断士の更新研修認定事業で双方のメリットを狙う。 
■上記モデル事業を経て０７年から下記展開中 
 ・０７年５月～熊本県立図書館でサービス開始 
   参照：社団法人中小企業診断協会「企業診断ニュース」２００７年９月号 

    『熊本県立図書館における「起業・経営相談会」について』坂本純夫著 

 ・０７年１０月～広島市立中央図書館でサービス開始 
 ・０８年４月～新潟市立中央図書館でサービス開始 
 ・その他（福岡県立図書館、山口県立山口図書館など） 
 ・大分県立図書館でサービス導入を検討中 

Copyright ©200７ Toshiaki Takeuchi All rights reserved. 

Copyright ©2007 Toshiaki Takeuchi All rights reserved. 
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商工部門が図書館と連携するメリット 
 

１．図書館利用者は商工部門担当者が想像しているより多い。 
  県立図書館クラスで、年間数十万人～100万人 
  60万人規模で（週1日閉館）で、土日1500人、平日1000人 
  100万人超えると、土日2～3000人、平日1500～2000人 
２．図書館の人的資源が活用できる。 
  現段階で、司書はビジネスの勉強中で、強いという段階では 
  ないが、基本的に知的で有能な司書を産業振興に活用できる。 
３．中小企業の知的基盤構築のサポート役になる。 
 ○講演会、施策説明会等で図書館を利用して、関連文献紹介を  
  行うことで、創業予定者や企業の自助努力が容易になる。 
 ○ビジネス支援担当司書のレファレンス 
  図書館での講演会では、関連文献紹介をプログラムを入れて、  
  ビジネス支援司書が紹介する。講演会で司書を参加者に売り 
  込むことが重要。公務員には抵抗があるが、指名で相談を受 
  けるようになれば、利用者の満足度が高い証拠。 

Copyright ©2007 Toshiaki Takeuchi All rights reserved. 
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商工部門が図書館と連携するメリット 
 

４．図書館の設備が活用できる。 
  土日開館のセミナー室、会議室等が利用できる。 
５．著名な講師の協力が得やすい。 
  著名な講師も、母校と故郷（役所、図書館）の講演は、格別 
  な思い入れがあるで、謝金の多寡にかかわらず、協力してい 
  ただける可能性がある。図書館は、地元出身の株式公開に成 
  功した起業家や上場企業の役員リストを定期的に更新して保 
  管する。 
６．創業支援 
  ＮＰＯやコミュニティビジネスの創業、特に女性とシニアの  
  創業は、図書館で支援するのが最適。 
７．広報に活用 
  商工政策に限らず自治体の広報に図書館を活用する。図書館 
  利用者に積極的にＰＲする。ちらし等を貸出の際に強制的に 
  挟み込み、案内が家庭に届くようにする方法もある。 

Copyright ©2007 Toshiaki Takeuchi All rights reserved. 
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小山市立図書館：農業支援 
  

  中央図書館正面入口において農業支援サービス事業の一環として、初めて「としょ
かん朝市」を開催しました！  

  地元で採れたトマト・キュウリ・レタスなどの新鮮野菜は、どれもおいしそうで、正午に
はほぼ完売となりました。はとむぎ茶の無料サービスもあり、好天にも恵まれ、大賑
わいとなりました。 

小山市立図書館の許可を得て掲載しています。 37 



 

宮崎県立図書館：ビジネス支援・環境情報センター 
  

  宮崎県立図書館は第１回ビジネスライブラリアン講習会（平成16年
度）に受講者を派遣、ビジネス支援に取り組んだ。 

  環境情報センターは、現在県立図書館１階の閲覧室に併設され、地
球環境問題をはじめ環境保全に関する知識の普及、環境保全のた

めの学習・実践活動を支援している。 

宮崎県立図書館の許可を得て掲載しています。 38 


